
【資料１】 令和５年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和６年３月２９日

（１）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和６年度の方針【学校全体での取組】
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（１）自校の体力的課題の解決に向けての授業での工夫・改善
　・全体的に見て、スピードや筋持久力、全身持久力が劣っていることから、能率良くストレッチングやレーニング等を取り入れて
　　いくことが必要である。
　・補強運動として総合的な運動能力を高められる、サーキットトレーニング等の実施を取り入れる。

（２）運動の二極化を防ぐための授業での工夫・改善
　・昼休み等に体育館や運動場を解放して自由に運動ができる機会を設けているが、使用している生徒が固定化しているため、
    もっと幅広く活用できる方法を考える必要がある。自由に遊ぶ機会を増やし、そこから授業へと繋げていきたい。
  ・自己の伸び（成長）を確認できるようタブレットやワークシートの工夫と改善を行う。

（３）授業の過程で、知識を活用したり、表現したりする場面設定の工夫・改善
  ・ＩＣＴの活用に不慣れな所があり、生徒も教師も時間をとられてしまうところがあった。実践事例をもとに積極的に使用し、領域
　の 特性に合わせた活用につなげる。
　・前年度の振り返り等ができるようタブレットやワークシートの工夫を行い、学習課題が明確になるようにする。
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